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神戸市特別養護老人ホーム入所者待機者(入居申込み者意思)確認調査について

　特別養護老人ホーム入所待機者(入居申込み者意思)確認調査は、神戸市と共同で実施している調査であり、今年度の実施についても共同名義による要請文が発出しています。お忙しい中ではありますが、全施設において対応を行って頂きますようお願い致します。
一　確認調査の実施目的

　　この入所待機者確認調査は、入所待機者の現状における申込継続意思を確認するとともに、入所申込者及び家族の状況変化を把握することで、入所検討委員会における検討が適切に、公平に判断できるようにすると共に、適正な施設整備の基の数値になるようにすることを目的とする。　　

二　確認調査の実施時期

　１　確認調査は、原則毎年７月期に実施する。
　２　確認調査の対象者は、次のものを除く全員とする。

　　①　平成２７年４月１日以降新規申込みのもの
　　②　現在保留扱いとなっているもの

三　確認調査の実施方法

　１　実施にあたって必要な書類
　　①　神戸市特別養護老人ホーム　入所申込者　確認調査票（１）　
　　②　神戸市特別養護老人ホーム　入所申込者　確認調査票（２）　
　　③　ADLの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老施連ホームページ

　　④　入所申込意思の再確認と最新情調査のお願い　　利用者用　　　 に掲載しています。
　　⑤　入所申込意思の再確認と最新情調査のお願い　　ケアマネ用　　
　　⑥　他施設判断で、施設からの要請文

　２　実施方法

1 　前項の書類を確認調査対象者に、施設から入所申込者等に郵送または手渡し等を行う。

　　　　なお、今年度から、回答率を高めることや待機者への配慮等を考慮し、返信用封筒には切手を貼るか、受取人払いとする等対応をお願いします。

　　②　調査に対する入所申込者等及びケアマネジャーからの問い合わせに、親切に、適切に応対を行う。
　　③　調査結果は、入所申込者等及びケアマネジャーからの郵送または持参があった場合は、受付簿等に記録するとともに、その他の処理を適切に行う。

四　調査結果

　１　入所申込者等及びケアマネジャーから寄せられた入所申込者確認調査票を整理し、継続のもの、死亡等により取消のものに整理する。
　２　一定期間経過しても入所申込者等及びケアマネジャーから返答がなかったものの扱いは、１回目返答がなかったものは「回答なし」、２回目の調査を行ってもなお返答がなく、申し込みから２年以上経過しているものは受付け名簿から削除する。
　　　なお、今年度実施した結果、昨年に引き続き返答がなかった方の扱いは、選考の対象外とし、受付名簿は１年間残す（現行の保留扱い）。来年度の確認調査後受付名簿から外すこととする。

　３　現在、保留扱いとなっているものは、現行のまま２年間保存を行う。その後の扱いについては別途連絡する。
　４　別に要請する「特養入所確認調査結果等の調査のお願い」により集計結果を報告する。
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